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１．REVICによる古民家活用支援取組方針と支援事例 

 古民家を立地と集積度によりA～C群の３つの領域に分類 
 既にA群及びB群において、支援を実施 
 今後も事業性を確認しつつ対象地域を拡大し、積極的に先行事例の創出を図っていく 

個別の古民家 
一般的な古民家 

個別の古民家 
文化財級の古民家 

集積した古民家群 
伝建地区等 

人気観光地・主要 
都市から90分以上 

（過疎） 

 
 

①宮崎県飫肥 
（Kiraku Japan）  

人気観光地・主要 
都市から90分圏内 

（郊外） 

③湯河原 
（富士屋旅館） 
④福岡県柳川市 

（御花） 

②千葉県佐原 
（NIPPONIA SAWARA） 

人気観光地・主要 
都市内に立地 
（近郊） 

  

建築物そのものの価値・魅力 

活
用
環
境
（
外
部
環
境
） 

既に、民間の活用
が進んでいる領域 

今後、民間の活用
が進んでいく領域 

A群 

C群 

今後、民間の活用が進むために 
工夫が必要な領域 

B群 

 人気観光地ゆえに、一定程度集客が予想されるため、 
 規制緩和がなされれば、民間の活用は更に進展 

  A群との差別化に     
 おいて、他の観光資源 
 との融合が重要 
（ex.町並み整備） 

  古民家は他の観光 
  資源（ex.農泊）の 
 補完的役割 
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立地 

宮崎県日南市飫肥 

アクセス 宮崎空港から車で50分程度 

概要 

延床面積 ：200㎡（2物件合計） 
構造・種類 ：木造茅葺平屋建 
形態 ：賃貸借契約（5年/20年） 
既存用途 ：空き家（勝目邸は行政所有） 
活用経緯 ：本事業者が日南市における「ま
ちなみ再生コーディネーター」に着任し、その際
に利活用方法や土地・建物の所有者整備等
を提言し本事業者の利活用に至ったもの。 

① Kiraku Japanへの支援事例（飫肥） 

法人名 Kiraku Japan合同会社 

本社所在地 東京都港区 

設 立 平成27年6月 

主な事業内容 宿泊事業運営、各種コンサルティング業務 

職務執行者 サンドバーグ 弘 

IT・金融・ホテル投資がバックグランドのメンバーが、宿
泊事業者向けシステムコンサルティング、街並み再生、
古民家活用を行うことを目的に平成27年6月に設
立 
 

宮崎県日南市飫肥にて街並み再生事業及び古民
家を活用した宿泊事業（開発中）を展開 
 

開発中の2棟の古民家宿泊施設の運営は、一部地
元の城下町保存会に委託 
 

観光活性化マザーファンドで期限一括償還・無担保
の社債を引き受け 

本件概要と投資スキーム 

【法人概要】 

※概要情報は投資決定時点の資料データに拠る 

【物件概要】 

宮崎空港 
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(非公表)Kiraku Japanにおける勝目邸の活用経緯詳細 

日南市 

 勝目邸は、土地を第三セクターの日南市土地開発公社が保有していた一方、建物は日南市が所有して
おり、所有者が異なることから利活用方法が定まらず20年以上に渡り空き家であった状況 

 Kiraku Japanが土地・建物の所有者整備を助言し、結果市役所が土地を取得する形で本件に至った 

Kiraku Japan 

土地 
日南市土地開発公社 
（第三セクター）が所有 

建物 
日南市役所が所有 

日南市役所が土地を取得 

市役所により、まちなみ再生
コーディネーターの募集が行わ
れた際に、Kiraku Japanより
本物件の利活用方法を提言 

まちなみ再生コーディネーター
就任後、日南市に土地の 

買取を助言 

賃貸借契約を締結し、 
古民家活用事業を開始 
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Kiraku Japanへの支援事例 スキーム 

 観光活性化マザーファンドおよび地域金融機関の宮崎銀行、行政(日南市)の3者による協調支援に
より、Kiraku Japanが飫肥地区に開業する2棟の古民家宿泊施設の投資資金を提供 

物件オーナー 
 

勝目邸：行政 
合屋邸：個人 

 
賃貸借契約 

観光活性化 
マザーファンド 

社債 

Kiraku Japan合同会社 
（直投） 

一部運営委託 

宮崎銀行 
融資 

行政 
補助金 

古民家2棟 
改装費 

補助金 

シニアローン 

社債 

城下町保存会 

自己資本 その他 
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Kiraku Japanへの支援事例 物件詳細① 

【リノベーション前】 
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Kiraku Japanへの支援事例 物件詳細② 

【リノベーション後】 
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(参考)Kiraku Japanへの支援事例 地域概要 

【飫肥地区】 

 美しい街並みから、「九州の小京都」とも称され、多くの観光客も訪れる地域 
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立地 

千葉県香取市佐原 

アクセス 成田空港から電車で30分程度 

概要 

延床面積 ：450㎡（4物件2階含む合計） 
構造・種類 ：木造瓦葺2階建・平屋建等 
形態 ：賃貸借契約（10年） 
（運営はオペレーターに定借） 
既存用途 ：空き家・空き倉庫 
活用経緯 ：土地・建物の所有者に利活用方
法等を提言し、本事業者による利活用に至った
もの。 

② NIPPONIA SAWARA不動産への支援事例（千葉県香取市） 

法人名 株式会社 NIPPONIA SAWARA不動産 

本社所在地 千葉県香取市佐原ロ2122-90 

設 立 2016年11月 

主な事業内容 不動産保有・賃貸 

事業対象 香取市内および周辺市町村の空き物件 

佐原の歴史的建造物が集積するエリアで未活用物
件が散見されるなか、観光客に魅力的な古民家の
宿泊体験を提供し、また、地域においても、宿泊客
を増やすことを企図 
 

本件については、佐原信用金庫の理事長を発起
人として新設会社を立ち上げたもの 

本件概要と投資スキーム 

【法人概要】 

※概要情報は投資決定時点の資料データに拠る 

【物件概要】 
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 京葉銀行、佐原信用金庫と設立した、千葉・江戸優り佐原観光活性化ファンドを通じて投融資 
 会社新設時に、本ファンドから会社設立費用を出資し、段階的に出資、社債投資を実行 

NIPPONIA SAWARA不動産への支援事例 スキーム 

物件オーナー 

 

購入 

賃借 

千葉・江戸優り佐原 
観光活性化ファンド 

投資 

NIPPONIA SAWARA不動産 
（ＳＰＣ（ＫＫ）） 

不動産取得費 

建物改装費 

その他 

社債 

バリューマネジメント 
（運営主体） 

賃貸 

出資 

普通株式 

京葉銀行 
融資 シニアローン 

佐原信金 
融資 
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NIPPONIA SAWARA不動産への支援事例 物件詳細 

Photo Photo 

Photo Photo 
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立地 

神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 

アクセス 湯河原駅より車で10分程度 

概要 

敷地面積 ：4,717㎡ 
延床面積 ：2,060㎡ 
構造・種類 ：木造2階建2棟、RC造1棟 
形態 ：買取契約 
（運営はオペレーターに定借） 
既存用途 ：旅館（遊休施設） 
活用経緯 ：旅館および料飲施設 

③ 富士屋旅館への支援事例（湯河原） 

法人名 富士屋旅館合同会社 

物件所在地 神奈川県足柄下郡湯河原町 

設 立 2017年3月 

主な事業内容 旅館事業 

かつて神奈川県湯河原を代表する旅館であり、江
戸時代から湯河原を牽引してきた老舗中の老舗で
ある富士屋旅館（ただし、現在は長く廃業しており
歴史的建築物は老朽化）を復活させることで、湯
河原の活性化を目指すもの 
 

ホテル・旅館開発で標準的に採用されている、 
所有と運営を分けるストラクチャーを構築 
 

かながわ観光活性化ファンドより出資（GK出資、
TK出資）及び社債投資にあわせて横浜銀行によ
る協調融資を実施 

本件概要と投資スキーム 

【法人概要】 

※概要情報は投資決定時点の資料データに拠る 

【物件概要】 
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 横浜キャピタル（横浜銀行子会社）等と共同で設立した、かながわ観光活性化ファンドと横浜銀行によ
る協調投融資 

 ホテル・旅館開発で標準的に採用されている所有と運営を分けるストラクチャーを構築 
 SPCが所有する不動産を運営会社（際コーポレーション）に賃貸（事業用定借） 
 SPCの管理はAM会社のフィンテックアセットマネジメントが実施 

 

富士屋旅館への支援事例 スキーム 

GK出資 

TK出資 

運営会社（際コーポレーション） 

 
不動産売買 

かながわ 
観光活性化 

FUND 

出資 

投資 

横浜銀行 融資 

富士屋旅館合同会社 

（GKTK（不特法）によるSPC） 

不動産取得 

建物・橋梁 
（含む改装費） 

その他 

社債 

出資 

融資 

新設株式会社 

出資 

物件オーナー 

賃貸 
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富士屋旅館への支援事例 物件詳細 

 増改築は行わず、純粋なリノベーションによる再生を予定 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCOv2vtCj1cgCFYGMlAodORcKNg&url=http://www.himawari.com/blog/item/24017/catid/22&psig=AFQjCNGDXUMLIbCdjVh91dAVABgVymQW1g&ust=1445575793118162
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立地 

福岡県柳川市新外町1番地 

アクセス 
佐賀空港から車で30分 
天神福岡駅から電車等で1時間程度 

概要 

延床面積 ：3,764㎡ 
構造・種類 ：RC造4階 
形態 ：所有 
既存用途 ：老舗料亭旅館 
活用経緯 ：敷地内に有形文化財を所有。
文化財の補修事業を進める中で観光客の宿
泊ニーズに対応できる宿泊施設の改修を提案 

④ 御花への支援事例（福岡県柳川市） 

法人名 株式会社御花 

本社所在地 福岡県柳川市 

設 立 昭和46年（御花：起源は1738年） 

主な事業内容 料理店業、旅館業、食堂経営、観光施設
経営等 

国指定名勝である柳川藩主の別邸。御花は、江
戸時代に柳川藩主、立花貞俶が築いた歴史的建
造物であり、隣接する宿泊施設に対する設備投資
資金を投資するもの 
 

協調投融資先である福岡銀行からも人的支援を
併せて実施 

本件概要と投資スキーム 

【法人概要】 

※概要情報は投資決定時点の資料データに拠る 

【物件概要】 
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 九州の地方銀行７行と設立した九州観光活性化ファンドと福岡銀行による協調投融資を実行 
 人材派遣等のサポートも並行して実施 

御花への支援事例 スキーム 

九州観光 
活性化ファンド 

御花（直投） 

投資対象会社 

融資 

投資 
社債 

福岡銀行等 
融資 

普通株式 

融資 

物件 

 

改装 



17 

御花への支援事例 物件詳細 

 約7,000坪ある敷地のうち、宿泊施設の客室及びパブリックスペースを対象に設備投資を実施予定 

【内装】 

【外観】 
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2．日本政府観光局とＲＥＶＩＣによる古民家に関する連携協定 

• 2017年4月18日締結 

• 海外向け発信に関わる
連携・協力について合意
するもの 


